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chair A-21   エー トゥエンティー ワン

#Designed by Go Noda

ブランド初のスタッキングスツール。サイドチェアとしても椅子用の
オットマンとしても使える。横に細く長い形は、リビングのちょっと
した場所や玄関などに置くと重宝するだろう。

□フレーム：ウォールナット／ホワイトアッシュ
　座面：フェイクレザー張り　仕上：ウレタン
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古代メソポタミアから現代に至るまで、建築や調度
品の先端部に施される意匠。メッセージ性が高く、
作る者の哲学を色濃く反映する事が多い。

ライプのフィニアルには「直線は
曲線になり得るか？」という問い
を含んでいます。 行き過ぎたデ
ジタル社会（直線）に対して、人
の心（曲線） はどう対抗するかと
いうロジックです。

A-1 とA-2 のフィニアルには、湘
南地方によく見られる６：４の溝
を彫り込んでいます。この紋様は
徐々に昇る日の出の様子を表すも
ので、一日の幸福を祈るものだと
伝えられています。

シンのフィニアルは鬼の角を模し
ています。ここで言う鬼は、その
語源である隠（ おぬ＝見えない
もの）の象徴としての造作であり
現代人が忘れてしまった原初の真
実を表しています。

シェーカーチェアは必ずを角を持
ち、そこにこそ、その椅子たらし
める思想が必要です。A-16 の角
は、とある動物のフォルムを模す
ことで、この椅子の有機的で優し
い座り心地を象徴させています。

shaker & finial

近世において椅子の源流は４ つに分かれると分析
されています。AREA のオリジナルチェアは傾向
として、その一つにあたる SHAKER 家具の影響
を受けています。特に伸びた後ろ脚が笠木の上に
突出する先端部に哲学や理念を意匠する（フィニ
アル）という手法を取り入れています。

AREA original chair

AREAの椅子は、熟練の職人の手により、厳選

された広葉樹無垢材から木取りされ、一品一品

堅牢に木組みで組立を行います。

品種毎に設定された、木部フレーム標準樹種、仕

上と、座面のファブリック、レザーをお選びく

ださい。標準の座面高さより1cm単位にて低く

脚カット対応も承ります（椅子の仕様により可

否がございます）。

標準仕様以外での製作をご希望の場合もお気軽

にご相談ください。
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クッション性のある座面は一般
的なサイドチェアよりも幅広く、
ゆったりと座れます。見た目にも
軽やかで、様々なインテリアや生
活シーンになじみやすい、シンプ
ルなスポークフレームのデザイン
に仕上がっています。サイドに組
まれている２本のバーは、強度を
保つ「貫き」としての役割は勿論、
下のバーはスタッキングの際の接
合に。上のバーは座って立ち上が
る際に手摺りとして使えるように
考えられています。

※スタッキング可

Structure : noyer / frêne blanc massif    Siège : simili cuir  
Finition : uréthane


